
　
菌
核
病
や
う
ど
ん
こ
病
は
、毎
年

発
生
し
や
す
い
病
気
で
す
。薬
剤
防

除
だ
け
に
頼
ら
ず
、病
害
が
発
生
し
に

く
い
湿
度
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
菌
核
病（
写
真
❷
）は
果
実
の
花
落

ち
部
に
白
い
綿
状
の
カ
ビ
が
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
病
気
で
、発
病
し
た

果
実
か
ら
茎
葉
に
も
拡
大
し
ま
す
。

感
染
適
温
は
15
〜
21
℃
で
あ
り
、多

湿
時
に
発
病
し
ま
す
。ま
た
、菌
核
の

状
態
で
植
物
残
渣
や
土
壌
中
に
２
年

以
上
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
、一
度

多
発
す
る
と
完
全
に
抑
え
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

●
対
策

①
晴
天
時・曇
雨
天
時
と
も
に
換
気

に
よ
り
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
を
下

げ
る

②
受
粉
後
の
花
弁
は
早
期
に
摘
み

取
る

③
被
害
果
の
早
期
発
見
、早
期
摘
果

を
心
掛
け
る

④
定
期
的
な
薬
剤
散
布
に
努
め
る

　
う
ど
ん
こ
病（
写
真
❸
）は
、発
病

す
る
と
下
位
葉
か
ら
葉
に
う
ど
ん
粉

の
よ
う
な
白
い
粉
を
生
じ
、徐
々
に

上
位
葉
に
も
進
展
し
ま
す
。比
較
的

高
温（
15
〜
28
℃
）で
や
や
乾
燥
条
件

時
に
発
病
し
、特
に
３
月
以
降
多
発

し
ま
す
。窒
素
肥
料
の
多
用
も
本
病

の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

●
対
策

①
果
実
肥
大
に
必
要
な
く
な
っ
た
下

位
葉
は
、摘
葉
し
て
風
通
し
の
良

い
状
態
に
す
る

②
病
斑
は
、葉
の
表
裏
両
面
に
発
生

す
る
の
で
、薬
剤
散
布
時
は
葉
の

表
裏
に
十
分
薬
液
が
か
か
る
よ

う
に
散
布
す
る（
10
㌃
当
た
り
２

０
０
〜
３
０
０
㍑
）

　
田
植
え
以
降
、雑
草
対
策
で
最

も
問
い
合
わ
せ
が
多
い
の
が「
ノ
ビ

エ
」の
防
除
方
法
で
す
。ヒ
エ
は
成

長
速
度
が
速
く
、稲
の
栄
養
を
奪
っ

て
し
ま
い
、成
長
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
の
で
、特
に
注
意
が
必
要
で

す
。今
回
は
基
本
的
な
ヒ
エ
対
策

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
ヒ
エ
の
葉
齢
に
注
意

　
水
稲
除
草
剤
の
登
録
は「
ノ
ビ
エ

○
葉
期
ま
で
」と
い
う
表
記
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
ヒ
エ
に
対
し
て

除
草
剤
が
効
果
を
発
揮
す
る
か
ど

う
か
が
、ヒ
エ
の
大
き
さ
で
は
な
く

葉
の
枚
数
に
よ
っ
て
決
ま
る
か
ら

で
す
。気
候
に
も
よ
り
ま
す
が
、田

植
え
か
ら
10
日
前
後
で
１
葉
期
、２

週
間
前
後
で
２
葉
期
、３
週
間
前

後
で
３
葉
期
ま
で
成
長
し
ま
す
。

薬
剤
に
よ
っ
て
使
用
時
期
は
異
な

り
ま
す
が
、早
め
の
防
除
を
お
勧

め
し
ま
す
。

●
後
発
の
ヒ
エ
は
特
に
注
意

　
一
発
除
草
剤
の
効
果
が
切
れ
た

こ
ろ
に
発
生
す
る
後
半
の
ヒ
エ
は
、

中
後
期
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。稲

よ
り
も
早
く
出
穂
す
る
ヒ
エ（
写
真

❶
）は
カ
メ
ム
シ
の
エ
サ
と
な
り
、そ

の
後
出
穂
す
る
稲
に
移
り
、斑
点
米

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、こ
の

時
期
の
ヒ
エ
対
策
は
特
に
重
要
で

す
。表
❶
の
中
後
期
剤
は
、特
に
大

き
な
ヒ
エ
に
効
く
除
草
剤
に
絞
っ
て

載
せ
て
い
ま
す
が
、ヒ
エ
以
外
の
雑

草
も
同
時
に
防
除
で
き
る
薬
剤
も

あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
近
く

の
営
農
・
経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
で
る
た
Ｔ
Ｍ
」（
図
❶
）は
、千
葉

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開

発
し
て
い
る
水
稲
生
育
予
測
シ
ス

テ
ム
で
す
。ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
、品

種
、移
植
日
の
情
報
か
ら
、水
稲
の

出
穂
期
を
予

測
。追
肥
や
畦

畔
の
草
刈
り
、

農
薬
防
除
な

ど
、斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
対
策

の
作
業
適
期

を
計
算
し
ま

す
。水
稲
の
生

育
判
断
、作
業

計
画
の
参
考
、

生
育
の
年
次

変
動
の
把
握

に
活
用
で
き
ま

す
。「
で
る
た
Ｔ

Ｍ
」は
、千
葉
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
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「営農情報メール」
 配信中！

作柄情報、病害虫対策、青果
物概況、イベント案内など、営
農に役立つ最新情報をお届
けします。

ＪＡ山武郡市の組
合員ならどなたで
も登録できます。
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表❶　ヒエに高い効果を発揮する除草剤

2.5葉期
３葉期

3.5葉期
５葉期・６葉期

５葉期
７葉期
６葉期

カチボシ（Lフロアブルなど）
ディオーレ（粒剤など）

ボデーガードプロ（フロアブルなど）
クリンチャー 1キロ粒剤・EW

クリンチャーバスME液剤
トドメMF乳剤

ワイドアタックSC

ヒエに70日の長期残効
ヒエに長期残効、広葉雑草にも強い

生育の進んだヒエのほか、侵入雑草にも強い
安価で生育の進んだヒエに効果を発揮
オモダカなど、広葉雑草も防除可能

中期剤の中で一番大きなヒエに効く薬剤
収穫30日前まで使用可能

効果を発揮する
ノビエの葉齢限界

初中期
一発剤

中後期剤

薬　　剤　　名 特　　　徴

表❷　キュウリのうどんこ病・菌核病に登録のある薬剤

※容器の表示事項をよく読んで、内容を確認してから使用してください。
※混合剤は、成分の総使用回数に注意しましょう。

図❶　「でるたＴＭ」の画面

アフェットフロアブル

ベルクートフロアブル

トップジンM水和剤

アミスター 20フロアブル

カスミンボルドー

ダコニール1000

ポリオキシンＡＬ乳剤

プロポーズ顆粒水和剤

ピクシオＤＦ

カンタスドライフロアブル

セイビアーフロアブル20

ロブラール水和剤

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

3回以内

7回以内

5回以内

4回以内

5回以内

12回以内

2回以内

3回以内

4回以内

3回以内

3回以内

4回以内

2000倍

2000倍

1500 ～ 2000倍

●

●

●

●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

1500倍

1000倍

1000倍

1000倍

1000倍

2000倍

1000 ～ 1500倍

1000 ～ 1500倍

1000倍

薬　　剤　　名
適用病害名

うどんこ病 菌核病
使用時期希釈倍率 使用回数

※画面は2023年4月6日現在のものです。

営農なんでも相談室
皆さまの営農に関するお悩み
を、ＪＡの総合事業の力で解決！ 
栽培管理、コスト削減、規模拡
大、求人・雇用のことなど、お気
軽にご相談ください。

０１２０‒９７２‒８６０

ＪＡ山武郡市
営農なんでも相談室

（本所 営農部内）

農 作 業

テクニカル ダイアリー


